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　東日本大震災並びに原子力災害から今日に至るまで尊い命を亡くされました方々の
ご冥福をお祈りし、被災された全ての皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　これまで、全町避難を余儀なくされてから、環境回復、健康不安の払拭、インフラの復
旧・整備、商業施設の整備、医療福祉施設の整備、教育環境の体制整備等を実施し、9
割の帰還を果たし、廃炉・復興関係事業者や他市町村からの避難者を含めた約6,000
人の“共生のまちづくり”に取り組んでまいりました。
　広野駅東側整備事業においては、広野駅前東口広場、未来のかけ橋が完成したほか、広
野みらいオフィス、ホテルハタゴイン福島広野、馬場医院、広野薬局、広野町商工会等が立
地し、令和5年度には、広野駅東側の住宅地整備等を実施してまいります。子育て世代の定
住・移住に重点を置き、住宅地購入の補助を実施するなど、就労環境や企業マッチングに
力を入れ、移住後の安定的な生活を支援していきます。移住・定住施策を展開するにあた
り、関係するすべての皆様とネットワーク体制を構築し、情報を共有していきます。

　子どもたちの健やかな成長を育む幼保連携型認定こども園
「ひろぱーく」の開園、ふたば未来学園中学校・高等学校の新
校舎が開校となり、教育の丘が形成され、約1,000人が日々勉
学に励んでおります。今後、人材育成に取り組み、若い人材を活
かすための教育を充実させていきます。
　地域が抱えている医療・介護・福祉の様々な課題に対し、迅
速かつ適切に対応するため関係機関と連携を図るとともに、町
のみんなが相互に連携・協働しながら健康づくりの輪を広げ、
「日本一元気あふれるまち」の実現に取り組んでいきます。

　JERA広野火力発電所と広野IGCC広野火力発電所との共生を展望した脱カーボンを掲げ、再生可
能エネルギーを推進し、町内の省エネ化や脱炭素化を進めるため、再生可能エネルギーの活用を図
り、EV車等や急速充電設備の設置、水素・アンモニアの社会利用モデルの構築に取り組み、2050
年のカーボンニュートラルの実現を目指します。
　私たちの先人は、英知を結集し、幾度となく危機を乗り越え、伝統・文化・風土を継承してきました。
　先人が築いた美しい故郷の伝統・文化・風土に愛情と誇りの念を刻み、本年を“ふる里復興・創
生「草創の年」”と位置付け、新たな時代の防災に強い“安心・安全な共生のまちづくり”に向けて皆
様とともに展望してまいります。

遠藤　智　町長

（仮称）広野駅東ニュータウン

ひろぼー
（広野町イメージキャラクター）
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「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと
思っている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策等を発
信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

特
集

・広野町長からのメッセージ
・あゆみ　わが社の今
「浅野撚糸株式会社」

福島県雇用情勢（2023年5月）

有効求人倍率（受理地別）　1.40倍（全国18位）
　　　　　   （就業地別）　1.51倍（全国18位）
有効求人は、34,976人分の求人申し込みがあります。福島県の雇用情勢は、
引き続き求人が求職を上回っており、緩やかに改善しています。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。
※有効求人倍率／�ハローワークで仕事を探す人1人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。

1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。



ふくしま 12市町村移住支援センター

ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？
支援センターの役割

広域戦略等
●全国の移住に関心を持つ層への情報発信
●仕事や住まいの情報提供
●移住体験ツアー等の企画実施

移住支援等
●市町村、まちづくり会社、移住希望者の支援
●12市町村への移住希望者相談対応
●市町村との連携事業の実施

ノウハウ蓄積等
●ノウハウの蓄積及び共有
●全国の先進事例等の調査・分析

ふくしま12市町村移住ポータルサイト

ふくしま12市町村移住支援センターは、2021年7月1日に12市町村（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村）への移住・定住を
促進するため、広域連携が効果的な事業や12市町村による移住施策の支援等を行うため福島県が設置しました。12市町村の移住・定住の促進に向けた課題を把握しその解決にあたります。

●「ふくしま 12で働く」のご案内
就職や起業に関するサポート

●メルマガ登録のご案内
移住に関する最新情報をお届け中！

●支援制度のご案内
交通費等補助金など各種支援金

●お問い合わせ先
ふくしま 12 市町村への移住を考え
られている方に

公益社団法人福島相双復興推進機構委託事業

福島求人支援チーム応募事務局 事業運営会社：株式会社パソナ  協力：厚生労働省福島労働局

E-mail

※制度の利用には条件がございます。
　詳しくはご相談ください。

就職・転職にあたり
転居を伴う方には引越し代等をサポート！

田村市
南相馬市
川俣町
広野町
葉町

富岡町
川内村
大熊町
双葉町
浪江町
葛尾村
飯舘村

転居支援制度があります！

U・I
ターン
実績多数

!

https://求人ボックス.com/地方創生-福島県

是非QRコードにスマホ・携帯を
かざして求人情報をチェックしてください

info-fukushima@pasona.co.jp 24時間
受付

こんな求人ない？ 履歴書の書き方が分からない
実際に面接に行ってみたい など、

まずは応募事務局へお気軽にお問合せください！

福島県内で避難指示等の
対象となった被災12市町村
の事業者等の求人情報を
特集し、地域内外の求職者
の方々とのマッチングを
支援します。
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　浅野撚糸は「糸」を作る会社です。繊維業界（紡績産業）における加工工程の一つである「撚糸（ねんし）」を行う、下請
け会社として創業。50年の歴史を刻んできました。
　創業以来、順調に業績を伸ばしていましたが、2000年代に入ると安価な海外製品に押される形で売上が減少、倒

産の危機を迎えました。廃業の選択がよぎるも「日本の撚糸の灯を消すことはできない」という強い想いのもと、事業を継続。
　お湯に溶ける水溶性糸を扱う会社と出会
い、これまでに無かった唯一無二の撚糸技術
で作った魔法の糸「SUPER�ZERO（スーパー
ゼロ）」の開発・特許取得に成功しました。
　この糸を使って織られた自社ブランドタオ
ル「エアーかおる」を販売、多くのメディアで取
り上げられ瞬く間に大ヒットし累計販売本数
1,500万本を超える人気商品となりました。

 
　浅野撚糸は2023年4月、福島県双葉町の復興産業拠点となっている中野地区に
新施設を建設・稼働させました。敷地面積約28,000㎡の広大な土地に約6,000㎡

という大規模施設内には魔法の糸「SUPER�ZERO（スーパーゼロ）」を生産する工場と「エアーか
おる」を販売する直営店「エアーかおる双葉丸」が併設され、更に地域や産業拠点企業の方々の憩

いの場所となるためのカフェ「キーズカフェ
福島双葉店」をオープンさせました。
　これら全ては、未だ震災や原発事故の傷が
癒えず、復興や住民帰還が進まない福島県双
葉町を元気にするため、企業誘致を受け岐阜
県から進出してきました。
　浅野撚糸は双葉町内の交流人口年間300
万人を目標に福島双葉復興のため、より良い
製品・サービスを提供しています。

あゆみ　わが社の今

浅野撚糸株式会社 双葉事業所
フタバスーパーゼロミル・エアーかおる双葉丸

【事業所紹介】
所 在 地：福島県双葉郡双葉町
事業内容： 撚糸加工・日用繊維製品販売 

求職者支援制度を利用して働きながらステップアップしませんか!!

★福島県内での訓練メニュー
●パソコン基礎科 ●医療事務科
●パソコン応用科 ●経理事務科
●DTP-Webデザイン科 ●農業技術習得科  等

厚生労働省福島労働局・ハローワーク

県内の訓練全般の
ことはこちらから

もよりのハローワーク
はこちらから

都府県 名　　　称 住　　　所 TEL

宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4ー2ー3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

山形県 ハローワーク山形 山形市桧町2ー6ー13 023（684）1521

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋
※令和2年4月1日にハローワーク品川から業務移管しました。

千代田区有楽町2ー10ー1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県 ハローワーク新潟　ときめきしごと館 新潟市中央区弁天2ー2ー18　新潟KSビル1F 025（240）4510

大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2ー2ー3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

事業内容
の 紹 介

福島復興
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